
予算・決算委員会（平成２８年度補正予算審査）

　消
防
支
署
新
庁
舎
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
、
早
期
に
供
用
開
始
す
る
た
め
、

基
本
設
計
な
ど
で
620
万
円
の
追
加
予
算

が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

　基
本
設
計
の
内
容
、
期
間
と
供
用
開

始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま

し
た
。
移
転
予
定
地
が
原
野
で
未
整
地

の
た
め
、
当
該
個
所
の
測
量
と
地
質
調

査
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

基
本
設
計
を
７
カ
月
で
行
う
予
定
で
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
29
年
度
で

用
地
取
得
・
設
計
、
平
成
30
・
31
年
度

で
予
定
地
の
造
成
・
建
設
、
平
成
32
年

６
月
供
用
開
始
で
進
め
ま
す
。
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　介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
登
別
市
が
自
治
体

独
自
に
介
護
予
防
給
付
に

係
る
報
酬
額
を
決
定
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
「
現
行
と
同
程
度
の
維
持

は
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
」
と
し
、
事
実
上
、

数
年
後
に
は
減
額
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
事
業
所
と
の
密

接
な
協
議
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
丁
寧
な
精
査
が
必

要
と
指
摘
し
、
今
後
、
事
業
所
を
交
え
た
協
議
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
介
護

人
材
不
足
が
危
機
的
状
況
に
な
る
こ
と
を
か
ん
が

み
て
、
事
業
所
の
自
助
努
力
の
み
な
ら
ず
、
介
護

保
険
者
で
あ
る
自
治
体
も
積
極
的
に
人
材
確
保
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
市
長
２
期
目
の
総
括
と
し
て
、
地

方
創
生
に
か
か
わ
る
現
在
の
政
治
姿
勢
が
、
「
民

間
経
営
概
念
」
を
十
分
に
生
か
し
た
活
動
に
な
り

き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
市
長
は
、
残
さ
れ

た
任
期
を
全
力
で
取
り
組
み
つ
つ
、
３
期
目
を
見

据
え
な
が
ら
原
点
と
な
る
政
治
姿
勢
を
見
つ
め
直

し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　昨
年
、
市
が
実
施
し
た

子
育
て
環
境
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
地
域
の
自
然
環
境
を
生

か
し
た
遊
び
場
や
公
園
が
不
足
し
て
い
る
」
が

29
・
６
％
と
一
番
多
く
、
市
民
か
ら
も
「
遊
具
が

少
な
い
、
木
陰
に
ベ
ン
チ
が
な
い
」
と
の
声
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
園
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。　市

か
ら
は
、
次
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
公
園
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
市
街
化
区
域
内

の
公
園
の
広
さ
、
配
置
を
整
え
る
た
め
、
既
存
の

「
広
場
」
の
公
園
化
を
図
り
ま
す
。

●
ト
イ
レ
や
遊
具
の
な
い
公
園
、
広
場
は
地
域
ニ

ー
ズ
や
利
用
状
況
を
勘
案
し
設
置
し
ま
す
。

●
木
陰
は
ベ
ン
チ
の
配
置
を
意
識
し
た
設
置
、
あ

ず
ま
屋
は
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
設
置
を
検
討
し

ま
す
。

　そ
の
ほ
か
、
川
上
公
園
の
破
損
・
紛
失
し
た
植

樹
オ
ー
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の
修
理
を
依
頼
し
、
ベ
ン

チ
な
ど
の
工
夫
、
資
金
の
調
達
を
提
案
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
内
へ
の
観
光
客
誘
客
に
つ
い
て
、
幌

別
駅
に
市
内
案
内
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
、

駅
前
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
活
用
、
市
内
の
移
動
手
段

の
Ｐ
Ｒ
を
提
案
し
ま
し
た
。

　今
年
度
、
本
市
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

「
登
別
市
総
合
計
画
第
３

期
基
本
計
画
」
が
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
の
市
長
選
挙
に
向
け

て
、
小
笠
原
市
長
２
期
目
の
公
約
検
証
の
た
め
、

質
問
し
ま
し
た
。

　市
長
は
、
市
民
と
の
対
話
や
協
議
を
重
ね
、
次

の
と
お
り
お
お
む
ね
満
足
な
行
政
運
営
を
行
っ
た

と
自
己
評
価
し
ま
し
た
。

①
津
波
避
難
計
画
の
策
定
や
総
合
防
災
訓
練
の
実

施
な
ど
災
害
対
応
力
の
強
化
。

②
広
域
連
携
で
の
誘
客
促
進
や
若
年
者
等
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
の
実
施
な
ど
市
民
生
活

基
盤
の
確
立
。

③
登
別
市
ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
の
制
定

や
高
齢
者
の
見
守
り
の
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
貸
与

な
ど
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
。

　そ
の
ほ
か
、
公
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
都
市

経
営
に
つ
い
て
は
、
よ
り
革
新
的
な
職
員
の
人
材

教
育
が
必
要
と
考
え
、
市
長
が
率
先
し
て
人
間
力

の
向
上
を
図
り
、
職
員
の
手
本
と
な
る
べ
き
と
た

だ
し
ま
し
た
。
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一 般 質 問

平成28年第２回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市行政手続における特
定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正につい
て

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、杉尾
千田、辻　
戸井、成田
二瓶、松山
村井、米田
若木　　　

佐々木
渡辺 可決

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

委 員 会 だ よ り

　本
委
員
会
は
、
４
月
21
日
に
議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　防
災
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
本
市
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
白
石
市
・
海
老
名
市
と
の
防
災
協

定
と
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
防
災
担
当
の
人

員
増
加
の
必
要
性
や
、
防
災
計
画
書
に
は
災
害

発
生
の
際
、
市
民
が
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
具

体
的
に
記
載
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
28
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ

「
小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

７
月
に
徳
島
モ
デ
ル
を
行
政
視
察
し
、
そ
の
後
、

議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
・
市
民
団
体

と
の
意
見
交
換
、

委
員
間
協
議
を

経
て
、
政
策
提

言
へ
と
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
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　新
年
度
を
迎
え
、
２
年
目
と
な
る
平
成
28
年

度
の
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　市
民
生
活
に
関
す
る
事
項
と
し
て
は
、
市
民

活
動
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
あ
り
方

や
環
境
行
政
、
消
費
者
行
政
、
危
険
家
屋
対
策

に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　保
健
福
祉
に
関
す
る
事
項
と
し
て
は
、
保
健

福
祉
に
か
か
わ
る
民
間
団
体
の
状
況
、
子
育
て

支
援
、
障
が
い
福
祉
行
政
・
介
護
保
険
行
政
に

お
け
る
諸
政
策
の
現
況
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　中
で
も
今
年
度
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
政
策
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
標
に
、
重
点
活

動
テ
ー
マ
と
し
て
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」
を
設
定
し
、
委
員
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　本
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
実
態
の
把
握

に
努
め
、
就
労
準
備
支
援
事
業
や
学
習
支
援
事

業
な
ど
に
つ
い
て
、
先
進
地
の
取
り
組
み
を
調

査
・
研
究
す
る
と
と
も
に
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー

や
各
種
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
本
市
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
提
言
し
ま
す
。
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　６
月
１
日
に
登
別
観
光
協
会
役
員
と
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　始
め
に
、
会
長
か
ら
委
員
に
対
し
、
協
会
が

何
を
問
題
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
質
問

が
あ
り
、
双
方
の
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
会
で
は
、
地
獄
谷
遊
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
、
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
も
早
急
に

破
損
個
所
を
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

国
立
公
園
内
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
対
応
が
難

し
い
と
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
協
会
と
登
別
商
工
会
議
所
が
連
携
し
、

全
市
観
光
に
向
け
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
の
こ
と

で
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
ホ
テ

ル
な
ど
の
大
規
模
建

築
物
の
耐
震
改
修
補

助
に
関
す
る
新
制
度

の
適
用
に
つ
い
て
、

強
い
要
望
が
委
員
会

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
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39 議会だより　でぃすかす


